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Ⅰ めざすべき都市像について 

１．めざすべき都市像の改定の考え方 
（１）めざすべき都市像の改定の必要性 
 

 

 

 

 

 

 

（２）めざすべき都市像の改定の考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アンケート調査の結果から導かれるキーワード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査の結果から導かれる「キーワード」】 
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交　流

環　境

活力 ／
にぎわい

伝　承

都市像の改定検討に
向けての
キーワード

安　全

○ 押上・業平橋駅周辺地区における新タワーの建設、人口減少から人口増加傾向への転換など、区
を取り巻く社会状況は大きく変化し、区民の価値観やライフスタイルは多様化してきている。 
○ 新しい墨田区の基本構想では、「協治（ガバナンス）」を新たに掲げるとともに、魅力や活力あふ
れる「すみだ」をつくりあげていくこととしている。 
○ 都市計画マスタープランは、基本構想と整合を図るため、第１回改定委員会で定めた改定方針に
沿って、めざすべき都市像も改定する必要がある。 

【めざすべき都市像の改定の考え方のフロー】 

○都市計画マスタープランの改定を検討するにあたり、区民のまちづくりに関する意向を把握

するため、一般区民、事業者、商店主、小・中学生を対象に実施した。 

○このアンケート調査において、「まちづくりのテーマ」、「墨田区のイメージ」、「将来どのよう

な都市になってほしいか」などについて設問を設けている。 

○これらの結果をみると、区民等がイメージする墨田区の都市像のキーワードとして、次の10

つがあげられる。 

  ・下町    ・便利    ・うるおい  ・やすらぎ  ・調和    
  ・交流    ・環境    ・活力/にぎわい ・安全    ・伝承 

めざすべき都市像は、墨田区基本構想におけるまちづくりの基本理念及びまちづくりの基本目標を
基本に据えて検討する。 
改定の考え方及びフローは以下に示すとおりである。 

【めざすべき都市像の改定の考え方】 
１．基本構想や社会状況の変化等から設定した都市計画マスタープランの改定の方針に基づき都市像
を検討する。 

２．区民の意向を反映した都市像とするため、実施したアンケート調査（一般区民、事業者、商店
主、小・中学生）の「将来のまちづくりを考えていく上でのテーマ」、「すみだらしさのイメー
ジ」、「まちづくりに対する要望」、「将来どのようなまちになってほしいか」の各設問の結果か
ら、区民が想い描く「キーワード」を導く。 

３．導いた「キーワード」を基本構想のまちづくりの基本理念、まちづくりの基本目標や現行の都市
計画マスタープランの都市像の内容に整理し「カテゴリー」を導く。 

４．分類した「カテゴリー」から具現化する都市計画マスタープランの都市像（改定案）を導く。 

２．アンケート調査の結果
　　一般区民、事業者、
　　商店主、小・中学生

現行の都市計画マスター
　　プランの都市像

３．キーワードのカテゴリ－
　（類型化）

４．都市計画マスタープラン
　　の都市像（改定案）

アンケートの
結果からキー
ワードを導く

１．都市計画マスタープラン
　　改定の方針墨田区基本構想

・まちづくりの基本理念
・まちづくりの基本目標
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３ キーワードの整理－カテゴリー（類型化） 
 

 

 

 

 

 

【基本構想のまちづくりの基本目標とつながりのあるキーワード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現行の都市計画マスタープランの都市像とつながりのあるキーワード】 

○都市計画マスタープランの改定の方針は、基本構想の体系に合わせるため、現行の都市計画マス

タープランの都市像と基本構想のまちづくりの基本目標とを合わせ整理することとしている。 

○このことから、アンケート調査の結果から導かれたキーワードを基本構想のまちづくりの基本目

標、現行の都市計画マスタープランの都市像にそれぞれ関連づけて整理し、以下の枠中に示す。 

基本目標１ 「すみだ」らしさの息づくまちをつくる 
「すみだ」らしさの息づくまちをつくるためには、「下町」の家並みの保全、住商工の「調和」、様々な
機能がある「便利」さ、隅田川・荒川などの川の流れやひらけた眺望から得られる「うるおい」や「やす
らぎ」、歴史・文化の「伝承」、「活力」ある産業、商業地の「にぎわい」、様々な人の「交流」とのつなが
りがあげられる。 
⇒「すみだ」らしさを表すキーワード：「下町」、「調和」、「便利」、「うるおい」、「やすらぎ」、「伝承」、 

「活力／にぎわい」、「交流」 

基本目標２ 地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくる 
地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくるためには、「安全」で快適な暮らし、利便性の高い（「便利」）
快適な暮らし、「うるおい」や「やすらぎ」を感じる快適な暮らしとのつながりがあげられる。 
⇒「快適」を表すキーワード：「安全」、「便利」、「うるおい」、「やすらぎ」 

基本目標３ 新しい事業が起き､人が集まる「すみだ」をつくる 
新しい事業が起き、人が集まる「すみだ」をつくるためには、移動の「便利」さ、歴史・文化の「伝
承」からうみだされる新たな事業、まちの「活力」や「にぎわい」、異業種間の「交流」とのつながりがあ
げられる。 
⇒「産業、歴史・文化」を表すキーワード：「便利」、「伝承」、「活力／にぎわい」、「交流」 

基本目標４ 安心して暮らせる「すみだ」をつくる 
安心して暮らせる「すみだ」をつくるためには、災害に対する「安全」が確保され、「自然」や「環境」
にやさしい住まいでの暮らしとのつながりがあげられる。 
⇒「安心」を表すキーワード：「安全」、「自然」、「環境」 

基本目標５ 区民と区が協働で「すみだ」をつくる 
区民と区が協働で「すみだ」をつくるためには、「下町」人情、様々な人の「調和」とのつながりがあげ
られる。 
⇒人びとの「つながり」をキーワード：「下町」、「調和」 

都市像１：災害に強いまち 

災害に強いまちは密集した「下町」の市街地、災害に対する「安全」性、災害時における人びとの

「調和（助けあい）」とのつながりがあげられる。 

⇒キーワード：「下町」、「安全」、「調和」 

都市像２：快適に暮らせる魅力あるまち 

「下町」情緒ある暮らし、様々な機能の「調和」によるまちの魅力、利便性（「便利」）の高い快適な

暮らし、「安全」で快適な暮らし、隅田川・荒川などの川の流れやひらけた眺望から得られる「うるお

い」や「やすらぎ」、環境にやさしい快適な住まいとのつながりがあげられる。 

⇒キーワード：「下町」、「調和」、「便利」、「安全」、「うるおい」、「やすらぎ」、「環境」 

都市像３：活力ある産業のまち 

移動の「便利」さ、歴史・文化の「伝承」からうみだされる新たな事業、まちの「活力」や「にぎわ

い」、異業種間の「交流」とのつながりがあげられる。 

⇒キーワード：「便利」、「伝承」、「活力／にぎわい」、「交流」 

まちづくりの基本理念 
～水と歴史のハーモニー～ 

人が輝く いきいき すみだ 

都市像１ 
災害に強い防災のまち 

◆逃げないですむ燃えないまち 
◆水害に強いまち 
◆安全に避難できるまち 
◆安心してくらせるまち 

都市像２ 
快適に暮らせる魅力あ
るまち 

◆誰もが住み続けられるまち 
◆多様な機会に恵まれた魅力のあるまち 
◆快適に暮らせる環境共生のまち 

都市像３ 
活力ある産業のまち 

◆住宅と工場が共存するまち 
◆多様な機能が集積するまち 
◆新しい産業を育むまち 
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【墨田区基本構想と現行の都市計画マスタープランに示された都市像の整理】 

キーワード 
の 
反映 

○次に、「キーワード」をもとに、基本構想に示されたまちづくりの基本目標と現行都市計画マス

タープランのめざすべき都市像との関連を整理し、以下の４つの「カテゴリー」を得た。 

 墨田区の特徴を生み出す「個性」 

 先人が築き上げてきた下町の「生活」 

 うるおいややすらぎを生み出す「自然」 

 安全で安心なまちをめざす「防災」 

○都市計画マスタープランの改定の方針の中で、新たな視点である方針２、３については、「個性」

「自然」のカテゴリーに包含される。 

○方針４、５、６については、「防災」をはじめとして「生活」「自然」「個性」のカテゴリーに構成

される。 

現行の都市計画マスタープラン 

都市像２： 

快適に暮らせる

魅力あるまち 

都市像３： 

活力ある産業の

まち 

都市像１： 

災害に強いまち 

方針１： 
墨田区基本構想
を受けた将来都
市像の明示 

墨田区基本構想 

基本目標１ 

基本目標２ 

基本目標３ 

基本目標４ 

基本目標５ 

方針５： 
活力あるまちを
支える土地利用
方針 

方針６： 
定住環境・福祉
環境の整備 

 

方針４： 
防災都市づくり 

 

方針２： 
すみだらしい景
観づくり 

 

方針３： 
新タワーを核と
したまちづくり 

 

都市計画マスタープランの改定の方針 

新
た
な
視 

 

点
の
付
与 

社会状況の変化  等への対応 
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４ 都市計画マスタープランの都市像（改定案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市像の改定案】 

○このカテゴリーは、基本構想のまちづくりの基本目標と都市計画マスタープランの改定の方針

と都市像とを関連づけたものである。 

○基本構想のまちづくりの基本目標を軸として、カテゴリーから導かれる都市像（改定案）を検

討し、以下に示す。 
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Ⅱ 将来都市構造について 

１．現行の都市計画マスタープランの将来都市構造 

①拠点の育成 

１）広域総合拠点（錦糸町駅周辺地区、両国駅周辺地区） 

東京東部地域の生活ニーズに応える商業中心として、また、東京の一極集中型都市構造を

多心型都市構造へ転換するための業務機能の受け皿として、副都心ゾーンを形成する核とな

る地区を位置づけます。 

２）広域拠点（押上・業平橋駅周辺地区、曳舟駅周辺地区、吾妻橋地区） 
区民の日常生活に対するサービスに加え、買い回り品などの商業やサービス、娯楽、文化

などの非日常的な区民の多様なニーズに応えられる地区として、広域拠点を整備・育成して

いきます。 

３）生活拠点（鐘ヶ淵駅周辺地区、八広駅周辺地区、東あずま駅周辺地区） 

区民の日常生活に対する商業やサービス機能の集積を図る地区として、生活拠点を整備・

育成していきます。 

４）文化・スポーツ拠点 
（両国地区、隅田公園・向島周辺地区、錦糸公園周辺地区、東墨田周辺地区、文花地区） 

区民生活の高度化と余暇時間の増大に伴い、文化活動やスポーツ・レクリエーションに対

する区民ニーズが高まってくると予想されます。文化・スポーツ拠点は、そうした区民ニー

ズに応えられるように、文化やスポーツに関する機能を整備・充実していく拠点です。 

②拠点連携軸の形成 

１）副都心軸 

都心部から連なり、両国、錦糸町、亀戸を連携させ、副都心を形成する軸です。この軸沿

いでは、錦糸町駅周辺地区や両国駅周辺地区における拠点整備に合わせて、広域幹線道路で

ある京葉道路や蔵前橋通り沿いにおける商業・業務機能の集積強化、北斎通りや馬車通り沿

いにおけるファッションストリート構想の実現など、副都心ゾーンとして整備・充実してい

きます。 

２）区中心核軸 

上野・浅草から吾妻橋地区、押上・業平橋駅周辺地区が連携する都市軸です。この軸沿い

では、吾妻橋地区と押上・業平橋駅周辺地区における拠点整備とともに、浅草通り沿道地域

における商業・業務機能の充実など、区の中心核を形成する整備を行っていきます。 

３）区南北軸 

錦糸町駅周辺地区から、押上・業平橋駅周辺地区を経由して曳舟駅周辺地区へと至る、本

区を南北に貫く中心軸で、地下鉄１１号線の整備に伴い、交通利便性を生かした様々な都市

機能の集積を図っていきます。 

 

４）景観と緑の基本軸 

（前略）このため、これらの河川の空間や水辺と緑を利用して、文化・スポーツ拠点を結

合させて、都市景観や緑化、文化などの基本的な軸と設定します。そして、この軸沿いにア

メニティ関連の整備を重点的に行うとともに、周辺市街地における民間施設の誘導等により、

軸とまちの中に点在する文化資産や水と緑の空間を結合して、魅力ある都市環境を形成して

いきます。 
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２．現在の都市構造の概要 

①まちの成り立ち 
区内の市街地を俯瞰すると、以下の２つに区分することができる。 

【南部地域】 

南部地域は、明暦の大火（江戸時代）の際に、武家屋敷等の移転先として市街化がスター

トし、震災復興土地区画整理事業と戦災復興土地区画整理事業により碁盤の目のような道路

が整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北部地域】 

南部地域に遅れて市街化の始まった北部地域は、関東大震災からの復興に前後して急激な

人口増加を迎え、農地の形状を残しながら住宅市街地が形成されたエリアである。幹線道路

は概成しているが、内部には狭隘道路の多い木造密集市街地が広がっている。 
 

   

②東京圏における機能分担 
【東京都市計画（都市計画区域マスタープラン（平成16年4月） 

及び 東京の新しい都市づくりビジョン（平成13年10月））】 

墨田区は、「おおむね首都高速中央環状線の内側で、首都を担う東京圏の中心に位置し、我が国

の政治・経済・文化の中枢としての役割を果たす」【センターコア再生ゾーン】に含まれている。 

その中でも「錦糸町・亀戸」は、新宿、渋谷、池袋、大崎、上野・浅草と並んで、中核拠

点【副都心】の１つに位置づけられている。 

【副都心】の役割としては、都心に集中する業務機能を分散する時代から、業務だけにと

どまらない商業、文化、交流、居住など多様な都市機能の分担・集積と、地域の特性を活か

した用途の誘導による、にぎわいと活力のある拠点育成への転換が示されている。 
 

 
 

 

 

 

地域 将来像 

錦糸町・亀戸 

(副都心) 

・ 東京東部の業務、商業、産業、文化、娯楽などの機能が集積した拠点を形成 
・ 亀戸天神や両国国技館、江戸東京博物館など周辺の個性的な地域資源を活かし
下町文化を発信 

墨田 

・ 既存の地場産業を活かしながら、高度な先端技術を取り入れた新たな産業の育
成を図り、東京の活力を支える地域を形成 

・ 街区再編等により、住工の共存や適正配置を図り、良好な環境を持った定住性
の高い職住近接のまちを創造するとともに、営団地下鉄半蔵門線などの整備に
合わせた押上・業平橋地区などにおける駅周辺整備を進め、にぎわいあるまち
を形成 

白鬚・鐘ヶ淵 
・ 白鬚東・西地区の防災拠点を中心に、防災性を備えた居住環境の改善を進め、
安全で暮らしやすい、住工の調和した複合市街地を形成 

図．センター・コア再生ゾーンの地域像 

（「東京の新しい都市づくりビジョン」東京都 平成13年10月 より） 

表．センター・コア再生ゾーンの地域像 

（「都市計画区域マスタープラン」東京都 平成16年4月 より） 

図．東京都内の木造密集地域 

（「防災都市づくり推進計画」報告書 東京都 平成16年3月より） 

図．南部地域の土地区画整理事業 

（「墨田区都市計画マスタープラン」報告書 平成10年3月より） 
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③広域交通ネットワーク 
【道路ネットワーク】 

都心部に近接する立地から、都心への放射方向及び環状方向に幹線道路が密に通っており、

区内に比較的整形のネットワークを形成している。 

放射方向では、千葉方面と都心部との往来に際し、荒川に架かるいくつかの橋梁に交通が

集中するため、「水戸街道」「蔵前橋通り」「京葉道路」「新大橋通り」の交通量が特に多く

なっている。環状方向では、「三ツ目通り」と「明治通り」という特に交通量の多い道路が南

部、北部の中央に１本ずつ通っている。また、隅田川沿いに区内を北へ抜ける「墨堤通り」

も比較的交通量が多い。 

 

 
【鉄道ネットワーク】 

区内には複数の鉄道路線が走っており、都心部との連絡に大きな役割を果たしている。 

放射方向には「ＪＲ総武線」「京成電鉄押上線・都営地下鉄浅草線」「都営地下鉄新宿線」、

環状方向には「東武鉄道伊勢崎線・亀戸線」のほか、現行計画策定以降に完成した「都営地

下鉄大江戸線」「東京メトロ半蔵門線」が走っている。 

中でも「ＪＲ総武線」の各駅と、隣接する台東区の「浅草駅」、及び「押上駅」「錦糸町駅」

「住吉駅」の各駅で他の路線と接続する「東京メトロ半蔵門線」の乗降客数が多い。また、

「都営地下鉄新宿線」では、「東京メトロ半蔵門線」との乗換駅である「住吉駅」だけでなく、

「菊川駅」「森下駅」の各駅も一日あたりの乗車人員が１万人を超えており、「ＪＲ総武線」

「東京メトロ半蔵門線」に次ぐ乗車人員となっている。 

 

 
【放射方向が強い広域交通ネットワーク】 

道路ネットワークと鉄道ネットワークを重ねて見てみると、放射方向に１）「水戸街道」と

「都営地下鉄浅草線」（及び「京成電鉄押上線」）、２）「蔵前橋通り」「京葉道路」と「ＪＲ総

武線」、３）「新大橋通り」と「都営地下鉄新宿線」という目立って交通量の多い３つの組み

合わせを捉えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．区内及び周辺の駅別乗車人員（一日） 

（平成16年度 東京都統計年鑑 より） 

注：斜線のかかった駅は、

異なる鉄道会社間の乗

換駅であることを示す 

円の面積が人数を表す 

複数路線の乗り入れ駅である押上駅の乗車人員については、墨田区勢概要

2005に掲載された“通過分を除く”乗車人員の数値を採用している 

図．墨田区周辺の主要な道路ネットワークと区内を通る交通量 

（Ｈ11年道路交通センサス 平日12時間の自動車交通量の結果に基づき作成） 

京葉道路 

蔵前橋通り 

水戸街道 

明治通り 

墨堤通り 

新大橋通り 

三ツ目通り 

３万台以上の区間 

 

２万台以上の区間 

一般国道 

 

主要地方道 

 

都道・区道 

 

都市高速道路 

東武鉄道伊勢崎線 
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３．区内のまちづくりの動向 

①両国駅北口地区の開発 
両国駅周辺地区では、江戸東京博物館に続いて、駅北口の開発により国際ファッションセ

ンター、ホテル、オフィス等の複合施設が誕生し、これらを核施設として「広域総合拠点」

としての都市機能の集積が図られている。 

 

②精工舎跡地開発 
錦糸町駅周辺地区では、錦糸公園北側の大規模工場跡地の開発によるショッピングモール、

シネマコンプレックス、オフィス、住宅等の複合施設が完成し、「広域総合拠点」にふさわし

い、都市機能の充実が図られている。 

 

③新タワーの計画 
「広域拠点」として各種の事業が予定されていた「押上・業平橋駅周辺地区」では、平成

18年3月31日に新タワーの建設地として決定された。「墨田・台東エリア（押上・業平橋地

区）」の選定理由にもあるように、「タワー事業がトリガー※となって、この地区が新たな日本

文化（江戸文化）再発見の観光拠点となって行くことは、東京の長期的なまちづくりにとっ

て大きな意味を持つ」ものであり、建設地を含む「押上・業平橋駅周辺地区」及びその周辺

市街地の整備イメージが大きく変わってきている。 

※ トリガー：銃の引き金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④曳舟駅前地区の開発 
区北部の「広域拠点」として位置づけられる曳舟駅周辺地区では、現行計画の中でも示さ

れている駅前地区の再開発事業が一部スタートし、土地の高度利用と商業・業務・文化・居

住機能の集積が図られている。なお、“北部地域の拠点”という位置づけについては、周辺は、

徒歩、自転車によるトリップが多い日常生活圏内の移動を中心とした地区であり、身近なと

ころに高度な都市機能の集積を確保するという意味で、申し分ない立地を得ているものと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤都営大江戸線、東京メトロ半蔵門線の開通 
「区南北軸」を形成する「東京メトロ半蔵門線」水天宮～押上間の開通、「東武鉄道伊勢崎

線」との相互乗り入れが平成15年3月に実現した。平成12年12月には、都営地下鉄大江戸線も

開通しており、区内の交通利便性が大きく向上している。 

これらの新しい交通路線の駅が整備された南部地域では、都心部への近接性を背景にまち

全体の開発ポテンシャルが上がり、区内への人口流入と相まってまちの様子が変化している。 
図．押上・業平橋駅周辺地区の整備構想 

（「まちづくりグランドデザイン」報告書 より） 

図．墨田区内ゾーン別代表交通手段別構成比 

（「平成11年度東京都市圏パーソントリップ調査」をもとに作成） 
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４．将来都市構造の改定案 
先の区内のまちづくりの動向の中で、「両国駅北口地区の開発」「精工舎跡地開発」などは

現行の将来都市構造に既に反映されているが、「都営大江戸線、東京メトロ半蔵門線の開通」

による周辺地区の変化、及び「新タワーの計画」決定という新たな動向を受けて、以下の通

り将来都市構造を改定する必要がある。 

【新タワーの計画決定による波及効果】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【将来都市構造のイメージ】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

①「押上・業平橋駅周辺地区」の「広域総合拠点」への格上げ 
②「吾妻橋地区」と「両国駅周辺地区」を連携する「（仮称）隅田川観光軸」の設定 

「吾妻橋地区」については、既に「押上・業平橋駅周辺地区」と連携した、区の中心核

を形成する広域拠点」との位置づけがあることから、「広域拠点」としての都市構造上の

位置づけは変更しないものの、目指すべき方向性に変化が生じている。 

 

 

【都営地下鉄新宿線、東京メトロ半蔵門線の開通によるポテンシャルの向上】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【将来都市構造のイメージ】 

 

 
 

 

 

③生活拠点「菊川駅周辺地区」の新設 
 

・日本の歴史や文化を代表する観光の拠点である上野・浅草地区と「両国駅周辺地区」、

新タワー及び周辺の整備により新しい観光の拠点となった「押上・業平橋駅周辺地

区」が「吾妻橋地区」を介して有機的に連携し、世界各国から観光客が訪れる一大観

光拠点として成長している。 

・交通結節点である「押上・業平橋駅周辺地区」を中心に、南部地域の中心的な拠点で

ある「錦糸町駅周辺地区」と北部地域の中心的な拠点である「曳舟駅周辺地区」の間

の交流が一層促進されている。 
・区役所など行政的な拠点である「吾妻橋地区」と防災の拠点である「押上・業平橋駅周辺

地区」を連携する区中心核軸が名実ともに区の中心として機能している。 

・菊川二丁目（菊川駅西側）地区では、平成10年からの8年間で30%以上の人口増加が見

られるなど鉄道路線整備にともなう開発ポテンシャルの増加にあわせた都市構造の変

化が見られる。 

・都営地下鉄新宿線の沿線では、現在拠点の位置づけられた地区はないが、人口増加等

を背景に、菊川通り商店街などを中心に区民の日常生活に密着した商業やサービス機

能の集積を図ることが期待される。 
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■ 菊川一丁目  ▲ 菊川二丁目  × 菊川三丁目  ◆ 墨田区 

図．菊川駅周辺 及び 墨田区の人口（左）、世帯数（右） 

（各年１月の住民基本台帳調査結果をもとに、平成10年の数値を100として作成） 

・「押上・業平橋駅周辺地区」では、新タワー建設により観光という大きな地区の核を得

るため、広く各地から来訪者を集めるエリアとして捉え直す必要がある。 

・「押上・業平橋駅周辺地区」では、新タワーの開発に伴って災害時の情報発信基地など

防災の拠点としての顔を持つことになる。 

・新タワー建設の波及効果を受ける「吾妻橋地区」では、東京圏屈指の観光エリアであ

る上野・浅草地区と「押上・業平橋駅周辺地区」に挟まれることになり、両地区との

連携による観光機能の充実や墨田区の“ゲート”としての役割などが期待される。 

・隅田川の水辺を含む「吾妻橋地区」と「両国駅周辺地区」との間のエリアでは、新た
な観光ルートの設定など観光を軸とした拠点間の連携が期待される。 

・北部地域の各駅と比べて駅利用者の多い都営地下鉄新宿線沿線では、駅周辺の身近な

場所に商業やサービス施設が立地することで、通勤などの交通利便性に優れ、日常の

買い物にも便利な、コンパクトな生活圏が成立している。 
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①区内の市街地の成り立ち

は、大きく土地区画整理事

業により整備された南部地

域とスプロール的に市街化

が進んだ北部地域に大別で

きる。 

②区内の現況の交通の軸は、

水戸街道・都営地下鉄浅草

線、蔵前橋通り・京葉道

路・ＪＲ総武線、新大橋通

り・都営地下鉄新宿線の３

つから構成されている。 

①両国駅北口地区の開発、精

工舎跡地の開発が行われ、

錦糸町駅周辺、両国駅周辺

の拠点性がさらに高まっ

た。 

②東京メトロ半蔵門線の開通

により、区南北軸が強化さ

れた。 

①押上・業平橋駅周辺地区において、新タワーの

建設が決定され、その波及効果を生かすため都

市構造への反映が必要となる。 

⇒広域拠点から広域総合拠点への位置づけの変更 

②新タワーは新たな観光資源となることから浅草

や両国などと連携した観光の軸を形成し、区内

の回遊性を高める。 

⇒新タワー～浅草、浅草～両国、両国～新タワー

に新たに観光軸を位置づける 

③曳舟駅前地区における開発が進行中であり、北

部地域の拠点として、北部地域の日常生活圏内

に高度な都市機能の集積が確保される。 

④荒川、隅田川は、人びとにうるおいとやすらぎ

を与え、レクリエーションの拠点となってお

り、都市構造への位置づけが必要である。 

⇒荒川、隅田川をレクリエーションとして新たに

位置づける 

①曳舟駅前地区は、北部地域

の拠点として、地域内との

連携を高めるため、曳舟駅

周辺地区と荒川を結ぶ北部

地域の軸を形成させる。 

○これにより、錦糸町駅周辺

地区～押上・業平橋駅周辺

地区～曳舟駅周辺地区～荒

川を結ぶ区の骨格となる南

北軸が形成される。 
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【現行都市計画マスタープランの将来都市構造（再掲）】 

 

 

 

 

 

 

【将来都市構造の改定案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①押上・業平橋駅周辺地区 

新タワーの計画決定にともない 
「広域拠点」→「広域総合拠点」 

③菊川駅周辺地区 

鉄道路線整備にともなう開発ポテンシャル
の増加にあわせて「生活拠点」を新設 

②（仮称）隅田川観光軸 

区内の観光まちづくりの促進に 
ともなう「拠点連携軸」を新設 

④(仮称)隅田川緑道周辺 
(仮称)荒川河川敷周辺 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区都市計画マスタープラン 区民ワークショップについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年10月17日 
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Ⅰ 区民ワークショップの概要 

１．ワークショップの目的と達成目標 
【ワークショップの目的】 

区民ワークショップの目的は主に以下の３点を目的とする。 

・ 区民の方々が抱いている“こんなまちにしたい”“こんなところを改善したい”という意見

や提案を都市計画マスタープランの改定に反映すること。 

・ ワークショップ参加者が今後のまちづくりへ参加するきっかけとすること。 

・ 区民の生の声を聞き、現行計画の下で取り組んできたまちづくりを評価すること。 

 

【ワークショップの達成目標】 

区民ワークショップでは、まちの将来像を検討し、これを文章や図面にまとめることとす

る。具体の達成目標は以下のとおり。 

・ まちの課題や可能性を学習し、区民の考える20年後のまちの将来像を参加者自身の言葉で表

現すること。 

・ 描いたまちの将来像を改定検討委員会へ提言すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．全体プログラム 
全５回のワークショップでは、居住地を基本としたグループ別に作業を行う。毎回のプログ

ラムの終わりに、グループ毎に検討内容の発表を行って情報の共有を図るため、区役所を会場

に合同開催するものとする。各回の内容は以下のとおり。 

（１）集まる 

【第１回：顔合わせ】 

ワークショップの進め方、全体スケジュールなどを説明した後、グループに別れて検討を行

う。その後、自己紹介を兼ねて各人が考えるまちの良い点、悪い点、必要なこと、やりたいこ

となどを自由に発言してもらい意見交換を行う。 

 第２回に予定するまちあるきのルート設定を目標とする。 

（２）知る・発見する 

【第２回：まちあるきの実施】（→ニュース等の発行） 

地域になじみの薄い参加者もいることが想定されるため、

第２回では、前回設定したルートをもとにグループ毎にま

ちを点検する。気になる箇所をカメラで撮影し、撮影した

場所となぜそこが気になるのかを記録しておく。 

（３）学ぶ・つくる 

【第３回：まちの現状と課題の整理】 

まちあるきで集めた情報をもとに、まちの現状を白地図上にまとめる。また、これまでに出され

た意見や質問に関連するデータや参考資料をもとに、地区の「良さ」「悪さ」をもたらしている要素

／パターンをキーワード化して、キーワード間の関連や類似性などについて意見交換を行う（言葉

でも地域の現状をまとめておく）。 

 第４回に向け、「ＳＷＯＴ分析」を用いてその他の要素／パターンを考えてくることを宿題とする。 

【第４回：目指すべきイメージの検討】（→ニュース等の発行） 

宿題の結果を出席者から発表してもらいながら、第３回でまとめられた地図とキーワードを振り

返り、地域の目標するイメージやテーマをまとめる。また、地図についても「良さ」を失いつつあ

るところや明確に「悪さ」を生じている所などを反映していく。 

 第５回で作成予定のまとめシートを配布し、それぞれの考える地域の目標イメージ、課題、今後

の方針などの検討を宿題とする 

（５）まとめる 

【第５回：まとめ】 

第４回までに出された意見、まとめられた目標などを１つの提案としてまとめる作業を行う。 

図．図面や言葉によって表現された住民の考え 

（左：言葉による表現の例、右：図面による表現の例） 
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３．ワークショップの参加者 
区内の各地から集まった以下の総勢35名でスタートする。 

・ 公募区民：広報、ホームページ等の募集により集まった参加者（11名） 

・ 団体推薦：区内まちづくり組織、その他団体の関係者（16名） 

・ その他 ：基本計画策定のためのワークショップの参加者（8名） 
 

４．グループ分けの考え方 
参加者の居住地や現行計画の地域区分をもとにＡ～Ｄの４グループを設定する。 

 

Ａグループ：荒川沿いの墨田地区、八広地区に堤通地区、東向島地区の一部を加えた、

おおむね明治通り以北の区の北端部に位置するエリア 

⇒隅田川と白鬚東地区の防災団地、荒川と荒川沿いの住工混在地区に囲まれて、木造密集

市街地が広がるエリアである。一部の幹線通り沿道でマンション開発も見られるが、全

体的に人口は減少傾向を示している。 

 

Ｂグループ：東向島・向島、京島といった密集市街地のまちづくりと曳舟、押上・業平

橋といった大規模開発が並んだ、区の中央部に位置するエリア 

⇒土地区画整理事業の行われた箇所と木造密集市街地とが出会うエリアである。東向島、

向島、京島といった地区では従来から熱心なまちづくり活動が行われており、曳舟駅周

辺、押上・業平橋駅周辺では新たに大規模開発が実施もしくは予定されている。水戸街

道の周辺では人口の増加傾向が見られる。 

 

Ｃグループ：小村井、東あずまの２駅を中心に広がる立花、文花地区に旧中川で結ばれ

た東墨田地区を加えた、区の東端部に位置するエリア 

⇒旧中川、北十間川を挟んで、平井駅（江戸川区）、亀戸駅（江東区）と近接し、大規模な

公営住宅団地や中小企業センター、墨田清掃工場、スポーツ健康センターなどの公共施

設が見られる。大規模マンションが完成した文花３丁目を除き、目立った人口の増減は

見られない。東墨田地区は区内で唯一の工業地域の指定がなされている。 

 

Ｄグループ：南部地域と称される概ね北十間川以南のエリア 

⇒土地区画整理事業により道路や区画の整えられたエリアである。他のエリアと比較して

不燃化率が高く、中高層の建物を中心とした街並みを形成している。近年では、恵まれ

た公共交通網などを背景に人口増加の目立つ地区が多い。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図．住民ワークショップの４グループ 

（ただし、地域を分割する点線は、緩やかな境界を表す） 
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Ⅱ 第１回ワークショップのプログラム 

１．概要 
【日  時】１０月  日（ ）１９：００～ 

【所要時間】１２０分 

【会  場】墨田区役所１３Ｆ 

 

２．主な作業内容 
【まちあるきのルート設定】 

グループ毎にまちの地図を囲んで、第２回ワークショップで歩くルートマップを作成する。 

・ まずは自己紹介を行い、参加者のお住まいなどの話を聞きながら、まちを眺め始める。 

・ まちの魅力や問題点などの意見を付箋もしくは地図に直接ペンで書き込んで現在のまち

の状況を確認しながら、まちあるきにふさわしいルートを検討する。 

・ ルートの設定にあたっては、まちの事情に詳しい人が皆に紹介したい地点をつないだ

ルート、参加者から良い場所、悪い場所として指摘のあった地点をつないだルート、ま

たは誰も知らない場所を巡るルートなどいくつかのパターンが想定される。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．その他の作業内容 
【意見シートの提出】 

・ 「新タワー」や「隅田川」など全区スケールで検討するべき内容に関する意見を収集する 

・ ほかのグループの発表に対する意見や感想を収集する 

・ その他、参加者の意見や質問を収集する 

 

 

【第１回ワークショップ 式次第（案）】 

 

墨田区都市計画マスタープラン 
第１回区民ワークショップ 

 

◇日 時  平成18年10月  日（ ）19：00～21：00 

◇場 所  墨田区役所１３Ｆ 

◇次 第 

１．ごあいさつ（5min） 

 

２．資料の説明（15min） 

・ 都市計画マスタープランとは 
・ ワークショップとは 
・ ワークショップのプログラムとスケジュール 
 

３．本日の作業内容の説明（10min） 

 

４．グループ別討議（60min） 

・ 自己紹介 
・ 地域の良いところ／悪いところ 
・ まちあるきのコース設定 
 

５．まとめ（30min） 

・ グループ別の討議内容の発表 
・ 閉会挨拶 
 

以 上

「地図を見ながら話し合って」 「ルートを決めて」 

「まちへ」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アアンンケケーートト調調査査結結果果のの概概要要  
 

（単純集計） 
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アンケート調査の概要 

１．アンケートの目的 

○「墨田区都市計画マスタープラン」の改定にあたり、区民が「これまでの区のまちづくりに
対する取り組みについてどのように評価しているか」、また、「将来のまちのイメージや新し
く計画に反映すべきテーマ等についてどのように考えているか」等の意向把握を目的に実施。 

 

２．対象者 

○一般区民、事業所、商店主を対象として実施 
・一般区民アンケート 住民基本台帳から、20 歳以上の区民の中から、年齢、地域の偏りが

ないように 3,000 人を無作為に抽出 
・事業所アンケート  産業経済課の企業公開データから、1,000 事業所を無作為に抽出。 
・商店主アンケート  墨田区商店街連合会の協力を得て、会員名簿から 1,000 商店を無作

為に抽出 
 

３．調査方法 

○配 布 日：平成 18 年８月 16 日 
○回収期限：平成 18 年８月 31 日 
○配  布：郵送配布 
○回  収：配布時に回収用封筒を同封し、郵送（料金受取人払）により回収 
 
 
 
 
【配布・回収結果】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配布数
<a>

対象外
（転居・
廃業等）
<b>

有効
対象数
<c=a-b>

有効
回収数
<d>

回収率
<e=d/c>

一般区民アンケート 3,000 22 2,978 819 27.5%

事業所アンケート 1,000 20 980 403 41.1%

商店主アンケート 1,000 12 988 364 36.8%

合計 5,000 54 4,946 1,586 36.4%

回収率
<c=b/a>

小学生（５年生） 86.7%

中学生（２年生） 86.1%

合計 86.4%

配布数
<a>

回収数
<b>

869

864

1,733

753

744

1,497
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Ⅰ 一般区民アンケート 

１．回答者の属性 

（１）居住地 
「東向島」が10.4％、「八広が」9.9％、「立花」
が8.2％の順であり、墨田区の町丁目別人口の割
合とほぼ同様の結果となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）回答者の年齢層 
「50歳代」が21.2％で最も多く、「60歳代」が
19.7％、「70歳代」が15.9％となっており、熟年
層の回答者が過半数を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－１ お住まいの地域の番号を下の枠の中から選
び、何丁目にお住まいか数字でご記入ください。 

 

問１－２ あなたの年齢について、次の中から選び○
をつけてください。 

文花

4.2%

本所

2.7%

東向島

10.4%

東墨田

0.5%

東駒形

3.1%
業平

3.9%

緑

3.2%

向島

5.4%

横網

0.2%

八広

9.9%

石原

3.9%

押上

4.8%

京島

5.5%

錦糸

1.3%

墨田

7.3%
太平

2.7%

千歳

2.1%
堤通

2.7%

立川

1.6%

立花

8.2%

吾妻橋

2.0%

亀沢

2.8%

横川

3.8%

両国

2.2%

菊川

3.2%

江東橋

2.3%

無／誤回答

0.4%

３０歳代

17.6%

６０歳代

19.7%

７０歳代

15.9%

２０歳代

9.0%

無／誤回答

0.5%
８０歳以上

0.5%

５０歳代

21.2%

４０歳代

14.3%

１０歳代

1.3%
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（３）回答者の職業 
「会社員・公務員」が31.2％で最も多く、以
下「専業主夫・専業主婦」17.1％、「無職」15.3％
の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）通勤・通学地 
「墨田区内」が40.2％で最も多く、隣接する

台東区、江東区等の「城東地域」が17.2％、「都
心３区」が12.5％の順となっており、職住近接
の就業形態の人が多くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）住んでいる住宅の種類 
「持ち家（一戸建）」が42.5％で最も多く、「持
ち家（分譲マンション）」が26.3％であり、持ち
家に住んでいる人が７割近くを占める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－３ あなたの職業について、次の中から選び○
をつけてください。 

問１－４ あなたの勤務地・通学地について、次の中
から１つ選び○をつけてください。 

問１－５ お住まいの住宅の種類について、次の中か
ら１つ選び○をつけてください。 

学生

2.6%

無／誤回答

0.9%

会社役員

3.9%

専業主夫

・専業主婦

17.1%

自営業

13.3%

会社員

・公務員

31.2%

パート

・アルバイト

10.2%

無職

15.3%

その他

4.2%

自由業

1.5%

その他

3.9%

持ち家

（分譲マンショ

ン）

26.3%

公営住宅

、社宅等

9.1%

借家

（民間のマン

ション）

14.0%

持ち家

（一戸建）

42.5%

無／誤回答

1.0%

借家

（一戸建）

3.2%

問１－４　勤務地・通学地業

隣接県
(千葉、埼玉、

神奈川県)

3.9%

城東地域
17.2%

無／誤回答
2.3%

パート
・アルバイト

10.2%

１～３以外
の２３区

7.6%

墨田区内
40.2%

その他
4.4%

都心３区
(千代田、

中央、港区)

12.5%
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（６）居住年数 
「20年以上」が63.5％、「１年以上５年未満」

が12.2％であり、居住年数の長い人が多くなっ
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）定住意向 
「ずっと住み続けたい」が52.0％、「当分の間

は住み続けたい」が31.5％であり、８割以上の
人が「住み続けたい」と意向を示している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問１－７ これからも墨田区に住み続けたいと思いま
すか。 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－６ 墨田区での居住年数について、次の中から

選び○をつけてください。 

無／誤回答

0.5%

１年以上

５年未満

12.2%

５年以上

１０年未満

9.3%

２０年以上

63.5%

１０年以上

２０年未満

10.6%

１年未満

4.0%

問１－７　定住意向

当分の間は住
み続けたい

31.5%

区外に転出し
たい

2.9%

無／誤回答
0.6%

わからない
12.9%

ずっと住み続
けたい

52.0%
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２．都市像の評価について 

（１）「都市像１ 災害に強い防災のまち」に対する評価について 
１）防災への取り組みについて 
「そう思う」(9.3％)、「どちらかといえば

そう思う」（27.5％）と評価する人が約37％で
あるのに対し、「そう思わない」(22.8％)、｢ど
ちらかといえばそう思わない｣(19.2％)で評価
していない人が約42％であり、防災に対する
取り組みの評価は２分されている。 
 
 
 
 
 
 
 
２）堤防の耐震化・下水処理機能について 
「そう思う」（15.6％）、「どちらかといえば

そう思う」（36.4％）と評価する人が約52％、
「そう思わない」（11.0％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（11.6％）と評価していない
人が約23％であり、堤防の耐震化・下水処理
機能については、評価する人が評価していな
い人を上回っている。 
 
 
 

 
 
 
３）避難地や避難路沿道の不燃化について 
「そう思う」（3.3％）、「どちらかといえば

そう思う」（17.9％）と評価する人が約21％、
「そう思わない」（24.2％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（27.7％）と評価していない
人が約52％であり、避難地や避難路沿道の不
燃化については、評価していない人が評価す
る人を上回っている。 
 
 
 
 
 

問２－１① 建物の不燃化やオープンスペースの確保、
生活道路の整備など防災への取り組みが進んだ。 

どちらかといえ

ばそう思う

27.5%

どちらかといえ

ばそう思わな

い

19.2%

無／誤回答

2.8%
わからない

18.4%

そう思わない

22.8%

そう思う

9.3%

問２－１② 河川の堤防の耐震化や公共下水道の雨水
処理機能が向上したか。 

どちらかとい

えばそう思う

36.4%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

11.6%

無／誤回答

2.8%

わからない

22.6%

そう思わない

11.0%

そう思う

15.6%

問２－１③ 避難地や避難路沿道の不燃化が進み、安
心して避難できるようになった。 

どちらかといえ

ばそう思わな

い

27.7%

どちらかといえ

ばそう思う

17.9%

無／誤回答

2.7%

わからない

24.2%

そう思わない

24.2%

そう思う

3.3%



 6

  
４）防犯性について 
「そう思う」（9.2％）、「どちらかといえばそ

う思う」（30.3％）と評価する人が約40％、「そ
う思わない」（27.0％）、「どちらかといえばそう
思わない」（20.0％）と評価していない人が約47％
であり、まちの防犯性に対する評価は２分され
ている。 
 
 
 

 
 
 
 

５）総合的にみた防災性について 
「そう思う」（2.7％）、「どちらかといえばそ

う思う」（23.0％）と評価する人が約26％、「そ
う思わない」（27.7％）、「どちらかといえばそう
思わない」（24.2％）と評価していない人が約52％
であり、総合的にみた防災性については、評価
していない人が評価する人を上回り、災害に対
する取り組みを進めていくことが必要であると
考えられる。 
 
 
 
 
 

問２－１④ 防犯灯の整備など、夜間でも安心して歩
けるまちになり、防犯性が向上した。 

そう思う

9.2%

そう思わない

20.0%

わからない

11.6%

無／誤回答

2.0%

どちらかといえ

ばそう思う

30.3%

どちらかといえ

ばそう思わな

い

27.0%

問２－１⑤ 総合的にみて「災害に強い防災のまち」
が実現した。 

どちらかといえ

ばそう思わな

い

27.7%

どちらかといえ

ばそう思う

23.0%

無／誤回答

3.3%

わからない

19.2%

そう思わない

24.2%

そう思う

2.7%
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（２）「都市像２ 快適に暮らせる魅力あるまち」に対する評価について 
１）日常生活の利便性について 
「そう思う」（19.5％）、「どちらかといえばそう
思う」（33.2％）と評価する人が約53％、「そう思
わない」（18.1％）、「どちらかといえばそう思わな
い」（21.5％）と評価していない人が約40％で、評
価する人が過半数を占めており、コンビニエンス
ストアなど気軽に買い物できる商店の進出が影響
していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
２）バリアフリーについて 
「そう思う」（10.7％）、「どちらかといえばそう

思う」（27.2％）と評価する人が約38％、「そう思
わない」（24.3％）、「どちらかといえばそう思わな
い」（26.2％）と評価していない人が約50％で、評
価していない人が過半数を占めており、歩道の段
差解消等を進めていく必要があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）通勤・通学の利便性について 
「そう思う」（33.0％）、「どちらかといえばそう

思う」（38.8％）と評価する人が約72％、「そう思
わない」（10.1％）、「どちらかといえばそう思わな
い」（8.8％）と評価していない人が約19％で、評
価している人が７割以上を占め、地下鉄大江戸線、
半蔵門線の整備が大きく影響しているといえる。 
 
 
 
 
 
 
 

問２－２① 歩ける範囲に日常生活に便利な施設が増
えた。 

どちらかとい

えばそう思う

33.2%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

21.5%

無／誤回答

2.7%わからない

5.0%

そう思わない

18.1%

そう思う

19.5%

問２－２② 歩道の段差解消などが進められ、歩きや
すい道路が増えた。 

どちらかとい

えばそう思う

27.2%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

28.2%

そう思う

10.7%

そう思わない

24.3%

わからない

7.3%

無／誤回答

2.2%

問２－２③ 地下鉄が整備され、通勤・通学が便利に
なった。 

どちらかとい

えばそう思う

38.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

8.8%

無／誤回答

4.0%わからない

5.3%

そう思わない

10.1%
そう思う

33.0%
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４）公園や遊び場について 
「そう思う」（8.3％）、「どちらかといえば

そう思う」（26.5％）と評価する人が約35％、
「そう思わない」（23.3％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（28.2％）と評価していない
人が約52％で、評価していない人が過半数を
占め、うるおいややすらぎの空間の整備が望
まれていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
５）街並みについて 
「そう思う」（4.6％）、「どちらかといえばそ

う思う」（18.3％）と評価する人が約23％、「そ
う思わない」（33.3％）、「どちらかといえばそう
思わない」（27.4％）と評価していない人が約60％
で、評価していない人が過半数を占めており、
電線の地中化などによるきれいな街並みが望ま
れていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
６）歴史や文化について 
「そう思う」（5.4％）、「どちらかといえばそ

う思う」（28.4％）と評価する人が約34％、「そ
う思わない」（28.8％）、「どちらかといえばそう
思わない」（23.3％）と評価していない人が約52％
で、評価していない人が過半数を占めており、
墨田区の財産ともいえる歴史・文化をいかした
まちづくりを進めていくことが必要であると考
えられる。 
 

 
 
 

問２－２⑤ 電線の地中化などが進み、街並みがきれ
いになった。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

27.4%

無／誤回答

3.5%

わからない

12.8%

そう思わない

33.3%

そう思う

4.6% どちらかとい

えばそう思う

18.3%

問２－２⑥ 墨田区の歴史や文化を感じられるまちに
なった。 

どちらかとい

えばそう思う

28.4%

そう思う

5.4%

そう思わない

23.3%

わからない

10.6%

無／誤回答

3.4%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

28.8%

問２－２④ 公園などの遊び場やみどり・水とふれあ
う場所が増えた。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

28.2%

どちらかとい

えばそう思う

26.5%

そう思う

8.3%

そう思わない

23.3%

わからない

10.6%

無／誤回答

3.1%
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７）総合的にみた「快適にくらせる魅力ある
まち」の実現について 
「そう思う」（4.4％）、「どちらかといえば

そう思う」（31.1％）と評価する人が約36％、
「そう思わない」（21.1％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（31.7％）と評価していない
人が約53％で、評価していない人が過半数を
占めており、快適な暮らし、魅力あるまちの
実現に向けた取り組みが必要となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「都市像３ 活力ある産業のまち」に対する評価について 
１）町工場等の環境対策について 
「そう思う」（5.4％）、「どちらかといえばそ

う思う」（28.2％）と評価する人が約34％、「そ
う思わない」（17.1％）、「どちらかといえばそう
思わない」（21.5％）と評価していない人が約39％
で、評価は２分しており、住工混在のまちとし
ての特徴を活かしながら、必要な環境対策を進
めていく必要があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２－２⑦ 総合的にみて「快適に暮らせる魅力ある
まち」が実現した。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

31.7%

無／誤回答

2.8%

わからない

8.8%

そう思わない

21.1%

そう思う

4.4%

どちらかとい

えばそう思う

31.1%

問２－３① 町工場の防音対策など環境改善が進ん
だ。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

21.5%

無／誤回答

4.3%

わからない

23.6%

そう思わない

17.1%

そう思う

5.4%

どちらかとい

えばそう思う

28.2%
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２）買い物の便利さについて 
「そう思う」（28.8％）、「どちらかといえば

そう思う」（38.3％）と評価する人が約67％、
「そう思わない」（15.9％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（13.6％）と評価していない
人が約29％で、評価している人が過半数を占
めている。「都市像２ 快適に暮らせる魅力あ
るまち」の評価の中で「日常生活の利便性」
の評価が高いことから、買い物をはじめとす
る生活の利便性は向上したと考えられる。 
 
 
 
 
 
３）大規模商業施設の立地による区外からの
買い物客の増加について 
「そう思う」（15.8％）、「どちらかといえば

そう思う」（23.9％）と評価する人が約40％、
「そう思わない」（21.0％）、「どちらかといえ
ばそう思わない」（22.7％）と評価していない
人が約44％で、評価は２分されている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
４）オフィスビルの増加について 
「そう思う」（10.1％）、「どちらかといえばそ

う思う」（23.2％）と評価する人が約32％、「そ
う思わない」（23.3％）、「どちらかといえばそう
思わない」（24.3％）と評価していない人が約48％
で、評価していない人の割合が高くなっており、
業務施設の立地によるビジネスマンの増加はあ
まり意識されていない。 
 
 
 
 

問２－３② スーパーやコンビニなどの商店が増え、
買い物が便利になった。 

どちらかとい

えばそう思う

38.3%

そう思う

28.8%

そう思わない

15.9%

わからない

1.6%

無／誤回答

1.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

13.6%

問２－３③ 大規模な商業施設の立地が進み、区外か
らの買い物客が増えた。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

22.7%

無／誤回答

3.3%

わからない

13.3%

そう思わない

21.0%

そう思う

15.8%

どちらかとい

えばそう思う

23.9%

問２－３⑤ 駅前などにおいて再開発が進み、賑わい
のあるまちになった。 

どちらかと

いえばそう

思わない

24.3%

無／誤回答

2.6%

わからない

16.5%

そう思わな

い

23.3%

そう思う

10.1%

どちらかと

いえばそう

思う

23.2%
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５）にぎわいのあるまちについて 
「そう思う」（14.2％）、「どちらかといえばそ

う思う」（30.5％）と評価する人が約45％、「そ
う思わない」（23.3％）、「どちらかといえばそう
思わない」（24.3％）と評価していない人が約48％
で、評価は２分されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６）活気のあるまちについて 
「そう思う」（3.1％）、「どちらかといえばそ

う思う」（14.7％）と評価する人が約19％、「そ
う思わない」（35.4％）、「どちらかといえばそう
思わない」（32.2％）と評価していない人が約68％
で、評していない人が７割近くを占めている。
新タワーの建設により、浅草との連携強化など
を進め、波及効果をいかし、観光のまちとして
のイメージを高めていく必要があると考えられ
る。 
 
 
 
 
 
７）総合的にみて「活力ある産業のまち」が実
現について 
「そう思う」（4.9％）、「どちらかといえばそ

う思う」（22.5％）と評価する人が約27％、「そ
う思わない」（26.6％）、「どちらかといえばそう
思わない」（32.1％）と評価していない人が約59％
で、評していない人が６割近くを占めている。
住商工が混在する産業のまちとして発展してき
たまちであり、観光など新たな産業とあわせま
ちの活力源となる商業、工業等の振興をまちづ
くりの観点から考えていく必要がある。 
 
 
 

問２－３⑤ 駅前などにおいて再開発が進み、賑わい
のあるまちになった。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

24.4%

無／誤回答

2.3%わからない

5.5%

そう思わない

23.1%

そう思う

14.2%

どちらかとい

えばそう思う

30.5%

問２－３⑥ 観光客が訪れる活気のあるまちになった。

どちらかとい

えばそう思う

14.7%

そう思う

3.1%

そう思わない

35.4%

わからない

11.8%

無／誤回答

2.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

32.2%

問２－３⑦ 総合的にみて「活力ある産業のまち」が
実現した。 

どちらかとい

えばそう思わ

ない

32.1%

無／誤回答

3.5%

わからない

10.4%

そう思わない

26.6%

そう思う

4.9%

どちらかとい

えばそう思う

22.5%
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３．墨田区のまちの将来イメージについて 

「良好な居住環境」が 73.4％で最も多く、つ
いで、「下町文化」（45.4％）、「うるおいとやす
らぎ」（42.6％）、「生活の便利さ」（39.7％）の
順となっている。 
墨田区は住商工混在のまちであるが、居住を

テーマにする意見が多く、伝統や歴史、水や緑
などを取り入れた生活主体のテーマ設定が求め
られている。 
「にぎやかさ」、「活力」といった商業や工業

をまちづくりのテーマにすることはあまり求め
られていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．将来イメージの達成に取り組むべきこと 

（１）「すみだらしさ」について 
「下町の風情」が61.9％で最も多く、次いで

「住みやすいまち」（44.2％）、「隅田川・荒川の
眺望」（33.8％）、「防災対策が進むまち」（33.7％）、
「町会などの人びとのつながり」（31.4％）、「商
業と町工場と住宅の調和」（27.4％）の順となっ
ている。 
将来イメージとして「良好な居住環境」と解

答した人は、「下町の風情」が「下町らしさ」と
考えている。（問３－１と問４－１のクロス集計
結果） 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３－１ 墨田区の将来のまちづくりを考えていく上
で、どのようなことをテーマにするべきだとお考えに
なりますか。 

問４－１ 「すみだらしさ」のイメージを一言でいう
とどのようなことを思い浮かべますか。該当するもの
を３つまで選び○をつけてください。 

39.7

45.4

25.0

73.4

42.6

23.8

15.6

7.7

1.8
4.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

下

町

文

化

魅

力

と

に
ぎ

わ

い

に
ぎ

や

か
さ

活

力

良

好

な
居

住

環

境

ま

ち

の
美

し
さ

生

活

の
便

利

さ

う

る

お

い
と

や
す

ら

ぎ

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

2.7
1.1

22.7

31.4

44.2

27.4
33.7

11.4
6.8

61.9

33.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

下

町

の
風

情

町

会

な

ど

の
人

び

と

の

つ
な

が
り

住

み

や
す

い
ま

ち

賑

わ

い
の
あ

る
観

光

の
ま

ち

活

力

の
あ

る
産

業

の
ま

ち

商

業

と
町

工

場

と
住

宅

の
調

和

隅

田

川

・
荒

川

の
眺

望

防

災

対

策

が
進

む

ま

ち

歴

史

・
伝

統

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

～都市像検討のキーワード～ 
「下町」、「便利」、「安全」、「うるおい」、
「やすらぎ」、「調和」 

～都市像検討のキーワード～ 
「下町」、「便利」、「安全」、「うるおい」、
「やすらぎ」 
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（２）新タワーについて 
押上・業平橋駅地区建設が決まった新タワー
のまちづくりへの活用について、「利便性の高い
交通ネットワークの形成」が54.9％、「水と緑の
ネットワークの形成」が54.0％、「観光のまちづ
くりの促進」が53.6％であり、新タワーの波及
効果をまちづくりに積極的に活用していくこと
が望まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）防災について 
防災に強いまちづくりを進めていくために重
要なこととして、「細街路の整備」が47.3％、「オー
プンスペースの確保」が47.0％であり、延焼防
止、避難経路の確保に対する意見が多い。 
また、「建替えに対する支援」（40.9％）、「地

域のコミュニティの活発化」（35.9％）といった
ソフトの対策も求められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－２ 今後新タワーをまちづくりにどのように活
かしていくべきだとお考えになりますか。該当するも
のを該当するものをすべて選び○をつけてください。

53.6 54.9

7.8

3.1

54.0

44.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

観

光

の
ま

ち

づ
く

り

の
促

進

災

害

に
強

い
ま

ち

づ
く

り

の
促

進

水

と

み
ど

り

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
形

成

利

便

性

の
高

い
交

通

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
形

成

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

問４－３ 災害に強いまちづくりを進めていくために
は、どのようなことが重要だと思いますか。該当する
ものを３つまで選び○をつけてください。 

47.0 47.3

25.4

4.2

40.9
39.3

33.9
35.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

不

燃

化

の
促

進

オ

ー

プ

ン
ス

ペ
ー

ス

の
確

保

細

街

路

の
整

備

避

難

路

の
安

全

性

の
確

保

建

替

え

に
対

す

る
支

援

災

害

後

の
ま

ち

づ
く

り

の
方

向

に

つ

い
て
考

慮

地

域

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
活

発

化

無

／
誤

回

答

（％）
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（４）景観について 
良好な景観づくりを進めていくために重要な
こととして、「文化資源の保全・活用を図り、景
観づくりに活かす」が57.9％で最も多く、「良好
な景観を形成するためのルールづくりの促進」
が47.7％、「隅田川の眺望を活かし、川と川沿い
の建物の調和を図る」が47.0％となっている。 
墨田区固有の資源を活かしながら、適切なルー

ルや基準に基づいた景観づくりを進めてくこと
が求められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）住環境について 
１）中高層のマンションについて 
中高層マンションに対する考えとして、「日照

などの住環境への影響が大きい」52.1％、「歴史
的な街並みや下町の雰囲気が失われる」42.9％、
「人が増え、まちの活性化につながる」36.1％
の順に多くなっている。 
全体的に、人口増加やまちの活性化、防災性

の向上といったプラスの考えよりも街並みや住
環境への影響、コミュニティの希薄化などを危
惧する意見が多くなっており、「大規模な集合住
宅の建設はこれ以上認めるべきではない」とい
う意見も29.8％みられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－４ 墨田区の良好な景観づくりを進めていくた
めには、どのようなことが重要だと思いますか。該当
するものを３つまで選び○をつけてください。 

4.9

35.0

21.7

34.3

2.9

47.747.0

57.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
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全

・
活

用

を
図
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、

景

観

づ
く

り

に
活

か
す

隅

田

川

の
眺

望

を
活

か

し

、
川

と
川

沿

い
の
建

物

の
調

和

を
図

る

軒

下

園

芸

等

、
区

民

の
手

に
よ

る
景

観

づ
く

り

の
支

援

各

地

域

の
景

観

イ

メ
ー

ジ
を
検

討

し

、
規

制

誘

導

を
進

め
る

良

好

な
景

観

を
形

成

す

る

た

め

の

ル
ー

ル
づ
く

り

の
促

進

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

問４－５ 最近、中高層のマンションなどの建設がみ
られますが、どのようにお考えになりますか。該当す
るものを３つまで選び○をつけてください。 問 シ 建設 対する考

2.8
6.0

17.9

12.2

42.9

29.831.1

22.3

36.1

52.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

人

が
増

え

、
ま

ち

の
活

性

化

に

つ
な

が
る

土

地

の
有

効

利

用

が
進

み

、
ま

ち

の

魅

力

が
高

ま

る

都

会

的

な
街

並

み

が
形

成

さ

れ

る

建

物

の
不

燃

化

等

防

災

性

が
向

上

す

る

新

し

い
住

民

が
増

え

、
地

域

の

コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
が
希

薄

化

す

る

歴

史

的

な
街

並

み

や
下

町

の
雰

囲

気

が
失

わ

れ

る

日

照

な

ど

の
住

環

境

へ
の
影

響

が
大

き

い

大

規

模

な
集

合

住

宅

の
建

設

は

こ
れ

以

上

認

め
る

べ
き

で

は
な

い

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）
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２）工場と住宅の調和・共存について 
住工混在のまちが墨田区の特徴の一つであり、

工場と住宅が調和・共存していくために重要な
こととして、「工場の防音・防振・防臭・防塵等
の環境保全施設の整備の促進」が 83.2％で最も
多く、次いで、「住宅の防音化の促進」55.1％が
多くなっており、工場の対策の必要性が認識が
高くなっているが、住宅側の対策も必要と考え
られている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）生活道路について 
日常生活に密接な生活道路について、「歩行者

と自転車がそれぞれ安全に通行できる道路の整
備」が 80.2％で最も多く、次いで、「災害時に
円滑な避難、救援活動が可能な道路の整備」が
68.1％、「証明の整備を進め、安全性を確保」が
61.1％となっており、歩行者や自転車の安全性
確保と円滑な避難の確保を図るための整備が望
まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－６ 工場と住宅が複合して立地している地域で
は、工場と住宅が調和・共存するためにどのようなこ
とが重要だと思いますか。該当するものを３つまで選
び○をつけてください。 

55.1

43.8

4.5 4.2

30.3

83.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

住

宅

の
防

音

化

の
促

進

工

場

の
防

音

・
防

振

・
防

臭

・
防

塵

等

環

境

保

全

施

設

の
整

備

の
促

進

生

産

し

て

い
る
製

品

や
作

業

風

景

の

工

場

見

学

工

場

の
集

約

等

再

配

置

を
行

い

、
住

宅

の
す

み
分

け
を
促

進

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

問４－７ 生活道路についてどのようにお考えになり
ますか。該当するものを３つまで選び○をつけてくだ
さい。 

34.1

80.2

1.75.1

61.1

68.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

災

害

時

の
円

滑

な
避

難

、
救

援

活

動

が
可

能

な
道

路

の
整

備

通

過

目

的

自

動

車

の
進

入

を
規

制

し

、
歩

行

者

主

体

の
道

路

の
整

備

歩

行

者

と
自

転

車

そ
れ

ぞ

れ

が
安

全

に
通

行

で
き

る
道

路

の
整

備

照

明

の
整

備

を
進

め

、
安

全

性

を
確

保

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）
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（６）活性化について 
墨田区をさらに活性化させていくために重要
なこととして、「歴史や伝統を継承し、産業のま
ちづくりを促進」が54.2％、「新タワーの立地を
活かした区内の商店街の整備」が52.9％とそれ
ぞれ過半数を占め、「駅周辺等再開発を進め、拠
点性を高める」が45.3％、「良質な住宅の供給に
よるコミュニティの活発化」が44.9％の割合も
高く、墨田区の歴史・文化を活かしていくこと
が重要であると認識されているといえる。 
これに対し、新タワーの建設により期待され

る「歴史的資源を活用した回遊性のある観光の
まちづくりの促進」は、33.1％となっており、
今後、新タワーを観光資源としてＰＲし、浅草
などとの連携をさらに高めていく必要があると
考えられる。 
 

（７）まちづくりの優先度について 
墨田区のまちづくりを進めていく上での優先

度として、第１位として、「住宅・住環境の整備・
誘導」が 19.8％、「防災性の向上」が 14.2％、
「商工住の共存」が 8.7％となっている。第２位は「住宅・住環境の整備・誘導」（14.2％）、「緑
化・公園整備」（9.5％）、「防災性の向上」（8.9％）があげられ、第３位は「歴史・伝統」（11.5％）、
「新タワーの集客力を活かした観光のまちづくり」（7.7％）があげられている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－８ 墨田区をさらに活性化させていくためには、
どのようなことが重要だと思いますか。該当するもの
を３つまで選び○をつけてください。 

4.0

54.2

33.1

44.9

4.6

52.9

45.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

歴

史

や
伝

統

を
継

承

し

、
産

業

の
ま

ち

づ
く

り

の
促

進

駅

周

辺

等

再

開

発

を
進

め

、
拠

点

性

を
高

め
る

新

タ

ワ
ー

の
立

地

を
活

か

し
た
区

内

の
商

店

街

の
整

備

歴

史

的

資

源

を
活

用

し
た
回

遊

性

の

あ

る
観

光

の
ま

ち

づ
く

り

の
促

進

良

質

な
住

宅

の
供

給

を
誘

導

し

、

フ

ァ
ミ

リ
ー
世

帯

中

心

の
人

口

を
呼

び
込

み

、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
を
活

発

化

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

問４－９ 今後、墨田区のまちづくりを進めていく上で、どのようなことを優先していくべきだとお考えですか。優
先順位第１位から第３位まで該当するものを表の中から１つ選び番号を記入してください。 

2.9

3.7

4

2.8

3.2

4.4

4.9

7.4

7.7

6.1

8.9

14.2

8.3

14.2

19.8

7.1

8.2

8.7

7.2

9.5

3.9

6.8

7.1

2.4

7.7

6.7

7.4

4.3

3.9

2.1

7

3.4

2.8

11.5

5.5

5.3

6.5

2.9

5.3

3.3

3.7 1

6.3

8.3

生活

道路

3.5

鉄道 バス
駅周辺

の整備
防災 住環境

商工住

共存

緑化

・公園

商店街

活性化
観光

買い物

利便性

水辺の

整備

歴史

伝統

都市

景観

1.5

規制

・誘導

2.8

協働による

まちづくり

1.1

2.4

その他

1.2

0.2

無/誤

回答

3.4

2.4

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第３位

第２位

第１位
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５．協働によるまちづくりについて 

協働のまちづくりを進めていく上で、必要な
こととして、「区報、町会の回覧等による情報発
信」が67.0％、「まちづくりを考える場の提供」
が49.6％、「区民主体のまちづくりへの支援」が
33.8％となっており、協働のまちづくりを進め
ていくためには、まちづくりに関する情報の提
供を進め、まちづくりを区民と行政が一緒になっ
て考える場となる組織づくりが必要であると考
えられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５－１ 墨田区では、まちづくりを住民のみなさん
と協働によるまちづくりを進めていきたいと考えてい
ます。協働のまちづくりを進めていく上で、どのよう
なことが必要だと思いますか。該当するものをすべて
選び○をつけてください。 

27.4

49.6

6.7

2.7

33.8

67.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

区
報
、
町
会
の
回
覧
等

に
よ
る
情
報
発
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ま
ち
づ
く
り
を
学
べ
る

機
会
を
設
置

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

場
の
提
供

区
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
支
援

そ
の
他

無
／
誤
回
答

（％）
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Ⅱ 事業所アンケート 

１．回答者の属性 

（１）事業所がある地域 
「八広」が12.4％と最も高く、「東向島」と

「立花」が共に9.7％と同じ割合になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）代表者の年齢層 
「60歳代」が37.5％と最も高く、「70歳代」が
24.6％、「50歳代」が22.8％となり、熟年層が８
割を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－１ 事業所がある地域の番号を下の枠の中から
選び、何丁目にあるか数字でご記入ください。 

 

問１－２ 代表者の方はおいくつですか。 

石原
4.7%

太平
3.0%

千歳
1.7%

東向島
9.7%

文花
1.7%

本所
5.2%

緑
4.5%

向島
4.0%

吾妻橋
1.5%

亀沢
3.0%

横川
1.7% 両国

1.5%

菊川
3.5%

江東橋
1.2%

無／誤回答
0.2%

立川
2.5%

業平
2.5%

横網
0.7%八広

12.4%

押上
2.5%

錦糸
1.5%

墨田
7.4%

京島
5.2%

立花
9.7%

堤通
0.7%東駒形

4.7%

東墨田
3.0%

６０歳代
37.5%

７０歳代
24.6%

無／誤回答
0.2%

２０歳代
0.2%

３０歳代
2.7%

８０歳以上
4.2%

５０歳代
22.8%

４０歳代
7.4%

１０歳代
0.2%
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（３）事業所の開設時期 
「昭和29年以前」が39.0％と最も高く、「昭和
30～39年」が22.7％、「昭和40～49年」が18.6％
の順となり、古くから開設している事業所が多
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）事業所の形態 
「株式会社（非上場）」が37.0％、「有限会社」
が31.0％、「その他」が29.5％となっており、「そ
の他」では個人経営が最も多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）業種 
「金属製品」が29.8％と最も高く、次いで「そ
の他」が19.9％、「印刷関連」が12.2％となって
おり、「金属製品」を扱っている事業所が多いこ
とが伺える。「その他」ではアクセサリー製造と
硝子製造関係が多い。 
 
 
 
 
 
 

問１－３ 事業所を開設したのはいつですか。 

問１－４ 事業所の形態はどのような形態ですか。 

 

問１－５ 事業所はどのような業種ですか。 

昭和30年
～39年

22.7%

昭和40年
～49年

18.6%

平成７年
～11年

1.5%

平成12年以
降

1.0%

昭和29年以
前

39.0%

昭和50年
～59年

12.8%

昭和60年
～平成6年

3.8%

無／誤回答
0.5%

有限会社
31.0%

株式会社
(非上場)

37.0%

無／誤回答
0.2%

その他
29.5%

株式会社
(上場)

2.3%

衣服・その他
9.2%

紙・紙加工品
6.7%

一般機械
3.5%

その他
19.9%

皮革製品
5.2%

ゴム製品
3.2%

無／誤回答
3.2%

金属製品
29.8%

プラスティック
製品

4.0%

印刷関連
12.2%

食料品
3.2%
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（６）従業員数 
「1～4人」が59.8％と過半数を占め、「5～9
人」が20.6％と従業員10人未満の事業所が８割
になり、少人数の事業所が多いことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）事業所の形態 
「自宅と一体となった事業所」が60.8％と過

半数を占め、次いで「独立した事業所」が23.4％、
「住宅（自宅以外）と一緒になった事業所」が
10.4％となり、自宅兼事業所となっている事業
所が多いことが伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－７ 事業所はどのような形態ですか。 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－６ 事業所で働く従業員は何人ですか。 

５～９人
20.6%

50～99人
0.7%

10～19人
11.7%

100人以上
1.0%

１～４人
59.8%

20～29人
2.7%

30～49人
3.0% 無／誤回答

0.5%

自宅と一体と
なった事業所

60.8%

住宅(自宅以
外）と一緒に

なった事業所

10.4%

無／誤回答
1.0%

その他
1.2%他の事業所と

一体となった

ビルなどに入

居

3.0%

独立した
事業所

23.4%
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（８）事業所の所有形態 
「土地・事業所共に自己所有」が59.8％と過
半数を占め、次いで「土地は賃貸・事業所は自
己所有」が19.1％、「土地・事業所共に賃貸」が
16.1％の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（９）出荷額等の変化 
「減っている」が54.3％と半数を占め、「どち
らかといえば減っている」が20.8％、「増えてい
る」が12.7％となり、10年前と比べ「減ってい
る」と考えている事業所が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（10）墨田区の魅力の有無 
「以前は魅力があったが、最近はあまり魅力が
ない」が 36.5％と最も高く、「わからない」が
29.3％、「以前から魅力あるまち」が 22.8％と
なっている。 
 
 

 

問１－９ 10 年前と比べて、事業所の出荷額等はどの
ように変化しましたか。 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－８ 事業所の所有形態は、どのような形態です

か。 

問１－10 墨田区は事業を行う上で、魅力あるまちだ
と思いますか。 

土地は賃貸・
事業所は自己

所有

19.1%

土地は自己所
有・事業所は

賃貸

4.0%

無／誤回答
1.0%

土地・事業所
共に賃貸

16.1%

土地・事業所
共に自己所有

59.8%

どちらかとい
えば増えてい

る

6.0%

変化していな
い

5.5%

無／誤回答
0.7%

わからない
0.0%

増えている
12.7%

どちらかとい
えば減ってい

る

20.8%

減っている
54.3%

以前は魅力がな
かったが、最近は

魅力がある

5.7%

以前から魅力あ
るまちである

22.8%

以前は魅力が
あったが、最近は

あまり魅力がない

36.5%わからない
29.3%

その他
3.7%

無／誤回答
2.0%
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２．今後の事業展開について 

（１）後継者の有無 
「いる」が41.9％、「いない」が47.4％といず
れも４割以上を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）今後の事業展開 
「現在の業種・規模で継続」が49.6％と半数
を占め、次いで「現在の業種・規模を拡大」が
12.4％、また「事業を整理」が10.9％となって
いる。 
後継者が「いる」事業所では、「現在の業種・

規模で継続」が50.8％であり、ついで「現在の
業種・規模を拡大」が21.3％となっているが、
後継者が「いない」事業所では、「現在の業種・
規模で継続」が42.9％、「事業を整理」が21.7％
であり、後継者の有無が今後の事業展開に影響
を与えていることがわかる。（問２－１とのクロ
ス集計） 
 
 
 
 
 
 

問２－１ 事業所の後継者はいらっしゃいますか。 

問２－２ 今後の事業展開について、どのようにお考
えですか。 

いない
47.4%

わからない
10.4%

無／誤回答
0.2%

いる
41.9%

現在の業種・
規模を拡大

12.4%

現在の業種・
規模で継続

49.6%
業種を変えて
継続

2.5%

事業を整理
10.9%

無／誤回答
1.7%

規模を縮小し
て継続

9.9%

わからない
9.4%

その他
3.5%



 23

  
（３）事業展開を進める上でのまちづくりへの要望 
「交通利便性の向上」が26.8％、「土地利用規
制の緩和」が26.3％、「環境対策施設整備に対す
る支援の充実」が23.8％の順になっている。両
者にさほど大きな差は見られず、いずれも事業
を展開していく上で環境対策を含めた土地の利
便性を求められていると考えられる。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）事業所の移転予定 
「移転の予定なし」が90.3％と殆どの事業所
が移転を考えておらず、自宅兼事業所の人が多
いこと、今後も事業を継続していく意向が高い
ことも含め、現在の場所で事業をしていく人が
多いことが伺える。 
 
 
 
 
 

問２－３ 今後、事業展開等を進めていく上で、まち
づくりに対してどのようなことを望みますか。 

問２－４ 今後、事業所の移転の予定はありますか。

14.9

23.8
26.3

18.419.4

26.8

7.7
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緩
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／
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（％）

区内の他場所
に移転予定

5.2%

区外に
移転予定

1.8% 無／誤回答
2.2%

移転の予定な
し

90.3%

～都市像検討のキーワード～ 
「便利」、「交流」 
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（５）移転理由 
「移転予定」と回答者した人の「移転理由」
として、「手狭になったから」43.3％、「道路条
件・交通条件が悪く、輸送の面で不便だから」
が30.0％となっている。 
事業展開を進める上でのまちづくりの要望を

みると、「交通の利便性向上が」最も多くあげら
れており、墨田区で事業展開を進めていくため
の条件として、交通条件が大きなウェートを占
めていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）移転後の敷地の利用方法 
「移転予定」と回答した人の移転後の敷地の
利用方法として、「所有地でないのでわからない」
が46.7％となっているが、土地を所有している
人は、「マンション等の開発」が16.7％と多くなっ
ている。 
 
 
 
 
 
 

問２－５ 移転の理由は、どのようなことですか。
（N=30） 

問２－６ 移転後、現在の敷地はどのように活用され
ますか。（N=30） 

43.3

6.7

23.3 23.3

30.0

6.7
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所有地ではな
いのでわから

ない

46.7%

所有地を売却
または賃貸

し、商業施設

を開発予定

0.0%

その他
6.7%

所有地を売却
または賃貸

し、事業所とし

て活用予定

3.3%

無／誤回答
13.2%

所有地ではな
いが、所有者

が事業所とし

て予定

6.7%

所有地ではな
いが、所有者

がマンション

開発予定

6.7%

所有地を売却
または賃貸

し、マンション

等を開発予定

16.7%
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３．墨田区のまちの将来イメージについて 

「生活利便性の向上」が 56.8％と最も高く、
「技術の伝承」が 35.7％、次いで「活力・交流
促進」が 28.0％となっており、「生活のしやす
さ」と「技術の伝承」の大切さを基本としたイ
メージがもたれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．新タワーについて 

「対応は考えていない」が67.7％で最も多く
なっている。対応を考えている事業者では、「も
のつくりの良さを知ってもらう作業風景の見学
施設を整備する」が10.2％となっているが、現
在のところ、事業に対する新タワーの影響はあ
まり、直接的に捉えられていない。 
 
 

問３－１ 墨田区の将来のまちづくりを事業所経営者
の視点で考えた場合、どのようなことをテーマにする
べきだとお考えになりますか。 

問４－１ 世界一の高さを誇る新タワーの建設地が押
上・業平橋地区に決まりました。新タワーの建設に対
する対応、事業に対して影響は、どのようにお考えで
すか。 
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～都市像検討のキーワード～ 
「便利」、「伝承」、「活力」 
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Ⅲ 商店主アンケート 

１．回答者の属性 

（１）店舗がある地域 
「東向島」が10.3％、「八広が」10.0％、「立

花」が8.1％の順であり、墨田区の町丁目別人口
の割合とほぼ同様の結果となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）経営者の年齢層 
「60歳代」が31.3％と最も多く、次いで「50
歳代」が23.4％、「70歳代」が21.4％となってお
り、熟年層が７割を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－１ お店がある地域の番号を下の枠の中から選

び、何丁目にあるか数字でご記入ください。 

問１－２ お店の経営者の方はおいくつですか。 

石原

3.9% 押上

4.8%

京島

5.5%

墨田

7.4%

太平

2.7%

立花

8.1%業平

3.8%

東駒形

3.1%

東墨田

0.5%

東向島

10.3%

文花

4.2%

本所

2.7%

緑

3.2%

向島

5.4%

八広

10.0%

横網

0.2%

立川

1.6%

堤通

2.7%
千歳

2.1%

無／誤回答

0.4%

江東橋

2.2%

菊川

3.2%

両国

2.2%

横川

3.8%

亀沢

2.8%

吾妻橋

2.0%

錦糸

1.2%

６０歳代

31.3%

２０歳代

0.3%
無／誤回答

2.2%

３０歳代

3.3%８０歳以上

6.0%

５０歳代

23.4%

４０歳代

12.1%

１０歳代

0.0%

７０歳代

21.4%
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（３）店舗の開設時期 
「昭和29年以前」が44.7％と約半数を占め、
「昭和40年～49年」が14.2％、「昭和30年～39
年」が13.5％となり、古くから開業している店
舗が多いことが伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）業種 
「その他」が25.3％と最も高く、その中では
クリーニング業、タバコ小売業、印章業が多い。
次いで「飲食業」が22.5％、「食料品小売業」が
21.7％となり、食品関係を扱っている店舗が多
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－３ お店を開設したのはいつですか。 

問１－４ お店はどのような業種ですか。 

 

昭和30年～
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13.5%
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（５）従業員数 
「１～４人」が77.7％と過半数を占め、「５～
９人」が11.3％と従業員10人未満の店舗が約９
割になり、少人数で働いている店舗が多いこと
が伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）定休日 
「日曜日」が48.1％と最も多く、「祝日」が
25.3％、「平日」が24.7％となる。日曜日に休む
店舗が多いが、祝日休業はその約半分となり、
祝日は開店する店舗が多いことが伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問１－６ お店の定休日はいつですか。 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－５ お店で働く従業員は何人ですか。 

50～99人

1.4%

10～19人

5.5%

５～９人

11.3%

100人以上

0.3%

１～４人

77.7%

20～29人

1.4%

30～49人
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無／誤回答
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問１－９ お店はどのような形態ですか。 

  
（８）店舗の広さ 
「30～49m2」が25.5％、「50～99m2」が22.5％、
「20～29m2」が15.9％の順となり、100m2未満が
過半数を占め、戸建ての家と同様な広さの店舗
が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）店舗の形態 
「自宅と一体となった店舗」が59.6％と最も
多く、次いで「独立した店舗」が18.4％となる
が、「住宅と一緒になった店舗」が9.3％となり、 
自宅及び自宅以外の住宅と店舗が一体となった
お店が過半数を占めている。 
 
 
 
 

問１－８ お店の広さは、どれくらいの面積ですか。

20～29㎡

15.9%

10～19㎡

12.9%

100～499㎡

9.3%

無／誤回答

8.0%

500～999㎡

1.6%

1～9㎡

3.3%

30～49㎡

25.5%

50～99㎡

22.5%

1000㎡以上

0.8%

自宅と一体と

なった店舗

59.6%

住宅(自宅以

外）と一緒に

なった店舗

9.3%

無／誤回答

2.5%

その他

1.9%

テナントビル

8.2%
独立した店舗

18.4%
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問１－１０ お店の所有形態は、どのような形態です

か。 

問１－１１ お店に駐車場はありますか。 

  
（１０）店舗の所有形態 
「土地・店舗共に自己所有」が51.9％と半数
を占め、次いで「土地は賃貸・店舗は自己所有」
が24.7％、「土地・店舗共に賃貸」が19.5％となっ
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１１）駐車場の有無 
「ない」が79.9％と８割を占めており、自動
車利用による来店者への対応が課題であると考
えられる。 
 
 
 
 
 

土地は自己所

有・店舗は賃

貸

2.2%

土地は賃貸・

店舗は自己所

有

24.7%

土地・店舗共

に自己所有

51.9%

土地・店舗共

に賃貸

19.5%

無／誤回答

1.6%

ない

79.9%

無／誤回答

2.7%
ある

17.3%
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問２－２ 10年前と比べて、お客さんの数はどのよう

に変化しましたか。 

問２－１ 10年前と比べて、お店の売上げはどのよう

に変化しましたか。 

問２－３ 10年前と比べて、近所のお店の数はどのよ

うに変化しましたか。 

  

２．経営を取り巻く状況・変化について 

（１）売り上げの変化 
「減っている」が64.8％と最も高く、「どちら

かといえば減っている」が15.9％となり、10年
前に比べ「減っている」と考えている店舗が過
半数を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）来店者の変化 
「減っている」が62.9％と最も高く、次いで
「どちらかといえば減っている」が15.9％とな
り、上記と同様な割合で10年前と比べ、客足が
減っていると考えている店舗が多く、売り上げ
に影響していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）来店者の変化 
「減っている」が 64.0％と過半数を占め、「ど
ちらかといえば減っている」が 11.5％と上記の
売り上げ、客足の減少に連動して店舗数も減り、
さらに客足が遠のくという悪循環になっている。 
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無／誤回答
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問２－５ 区内の商店街などでは、空き店舗がみられ
るようになっています。空き店舗対策として、どのよ
うなことが有効だとお考えになりますか。 

問２－４ 墨田区はお店を経営していく上で、魅力あ

るまちだと思いますか。 

  
（４）墨田区の魅力の有無 
「以前は魅力があったが、最近はあまり魅力が
ない」が 59.3％と過半数を占め、墨田区に魅力
を感じる店舗は 15％程度であり、商店を経営し
ていく上での魅力はあまり感じられていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）空き店舗対策で有効だと思うこと 
「商店街に不足の業種誘致」が50.3％と最も
高く、次いで「チャレンジショップの設置」が
36.3％となっており、商店街に活気を持たせた
いという意志が伺える。また、「商店街のイベン
トスペース」や「地域活動のコミュニティの拠
点」の割合も高いため、空き店舗を何らかの形
で利用したいと考えている人が多い。 
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わからない
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３．今後の事業展開について 

（１）後継者の有無 
「いない」が50.5％と半数が後継者がいない
厳しい状況であり、「わからない」が14.8％と今
後不明瞭な部分も伺える。また、後継者がいな
いことからも経営者の年齢層で熟年層が高いこ
とも伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）今後の事業展開 
「現在の業種・規模で継続」が54.7％と最も
多く、他はほぼ同じ割合になっている。客足・
売り上げともに減少しているが、規模の拡大・
縮小も含め、今後も継続の意志が高いことが伺
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）移転予定 
「移転の予定なし」が 92.6％と殆どの人が移
転を考えておらず、自宅兼店舗の人が多いこと、
今後も事業の継続の意向が高いことも含め、現
在の場所で事業を継続していく人が多いことが
伺える。 

問３－１ お店の後継者はいらっしゃいますか。 

問３－２ 今後の事業展開について、どのようにお考

えですか。 

わからない

8.2%

規模を縮小し

て継続

9.3%

現在の業種・

規模を拡大

9.6%

その他

3.3%

現在の業種・

規模で継続

54.7%

業種を変えて

継続

1.4%

事業を整理

8.8%

無／誤回答

4.7%

いない

50.5%

わからない

14.8%

無／誤回答

1.9%

いる

32.7%

問３－３ 今後、事業所の移転の予定はありますか。

区内の他場所

に移転予定

1.4%

区外に移転予

定

1.1% 無／誤回答

4.9%

移転の予定な

し

92.6%
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問３－４ 今後、商店の経営を進めていく上で、まち

づくりに対してどのようなことを望みますか。 

  
（４）経営の視点でみたまちづくりへの要望 
「公共駐車場の整備・駐輪場の整備」が48.4％
と最も高く、「歩道の整備」が45.1％となり、他
はほぼ横ばいとなっている。店舗の駐車場がな
い結果が高いことからも駐車場を望む声が高く、
商店へと足を向きやすいよう駐車場・駐輪場や
道路の整備が望まれていることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）コミュニティ・ビジネスに対する考え方 
「ビジネスモデルになるかよくわからない」
が35.7％と最も高く、「興味があるので、勉強し
ていきたい」が22.3％、「興味はない」が21.4％
とほぼ同じ割合となる。興味の有無がはっきり
と分かれる人がいる反面、未知な部分で戸惑う
人が多いと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３－５ 最近、コミュニティの中にビジネスの視点

を入れて地域社会を再生し、その活動で得た利益を地

域に還元する「コミュニティ・ビジネス」という新し

い動きが出てきています。このような動きをどのよう

にお考えになりますか。 
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／
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（％）

無／誤回答

10.7%

興味があるの

で、実行して

いきたい

6.0%

興味はない

21.4%

その他

3.8%

ビジネスモデ

ルになるかよ

くわからない

35.7%

興味はあるの

で。勉強して

いきたい

22.3%

～都市像検討のキーワード～ 
「便利」 
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４．墨田区のまちの将来イメージについて 

「良質な住まいの提供」が 40.9％、次いで「活
力あるまちの形成」が 37.4％となっている。現
在の墨田区に魅力を感じず、客足も遠のいてい
ることから、人口増加を誘導し、集客数の増加
を望めるまちづくりを望んでいる人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．新タワーについて 

「特に対応は考えていない」が58.2％と最も
高く、他は割合にさほど差は見られないため、
新タワーの設立にも商店の集客に対して特別な
対策をしようという店舗は少ないことが伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－１ 墨田区の将来のまちづくりを商業振興の視

点で考えた場合、どのようなことをテーマにするべき

だとお考えになりますか。 

問５－１ 世界一の高さを誇る新タワーの建設地が押

上・業平橋地区に決まりました。新タワーの建設に向

けてどのような対応をお考えですか。 
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～都市像検討のキーワード～ 
「便利」、「にぎわい」、「活力」 
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Ⅳ 中学生アンケート 

１．回答者の属性 

（１）居住地 
「立花」が12.8％、「八広」が12.2％と高く、

次いで「墨田」が10.2％、「東向島」が8.9％と
この４つの地域の割合が多くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）回答者の性別 
「男性」と「女性」の割合はほぼ半々となっ
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－１ あなたが住んでいる地域の番号を下の枠の
中から選び、何丁目に住んでいるか数字で記入してく
ださい。 

 

問１－２ あなたは、男性ですか。女性ですか。 

本所
2.3%

緑
1.6%

向島
5.2%

文花
4.3%

八広
12.2%

京島
3.9%

錦糸
1.1%

押上
3.6%

石原
1.7%

東向島
8.9%

東墨田
0.9% 業平

2.0%
東駒形
1.3%

吾妻橋
1.1%

亀沢
1.2%横川

4.8%
両国
1.3%

菊川
1.6%

江東橋
3.1%

その他（区外）
2.8%

横綱
0.4%

無／誤回答
0.9%

堤通
4.2%

立花
12.8%

千歳
1.1%

立川
1.2%

太平
4.0%

墨田
10.2%

無／誤回答
0.6%

女性
50.7%

男性
48.7%
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（３）居住年数 
「10年以上」が68.7％と半数以上を占め、「5
年以上10年未満」が19.0％となっており、居住
年数の長い人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）墨田区の評価 
「どちらともいえない」が37.1％となってい
るが、「好き」が24.6％、「どちらかといえば好
き」が26.9％と半数が墨田区に対して好印象を
もっている。小学生と比べると「どちらともい
えない」の割合が多く、子どもの成長につれ、
意識が変化していることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
（５）定住意向 
「当分の間は住み続けたい」が38.7％、「ずっ
と住み続けたい」が13.8％となり、半数の人が
「住み続けたい」と思っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－３ 墨田区に住んで何年になりますか。 

問１－４ あなたは墨田区が好きですか。 

問１－５ これからも墨田区に住み続けたいと思いま
すか。 

３年以上５年
未満

3.8%

１年以上３年
未満

4.3%

無／誤回答
3.0%

１０年以上
68.7%

５年以上１０
年未満

19.0%

１年未満
1.2%

好き
24.6%

どちらかとい
えば嫌い

3.4%

嫌い
6.7%

無／誤回答
1.3%

どちらかとい
えば好き

26.9%

どちらともいえ
ない

37.1%

ずっと住み続
けたい

13.8%

わからない
33.7%

無／誤回答
2.4%

当分の間は住
み続けたい

38.7%

区外に引っ越
しをしたい

11.4%
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（６）放課後の場所 
「自分の家」が80.2％と最も高く、次いで「学
校」48.5％、「友だちの家」33.7％となり、日常
の半数を占める生活区域で過ごす人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）買い物場所 
「錦糸町」が80.0％で最も高く、大規模大型
施設の立地による結果がみられ、「亀戸」53.5％、
「上野・浅草」41.3％と隣接する区外に出かけ
る人も多い。小学生と比べると、活動範囲が広
がっていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－６ 放課後はどこですごしていますか。 

問１－７ 家族や友だちと買い物をする場所は、どこ

ですか。 

19.6
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２．新タワーの評価について 

「早くタワーにあがってみたい」が29.6％
と新タワーに対する期待が大きいが、「わから
ない」が28.5％とほぼ同評価となっている。
小学生と比較すると、「早くタワーにあがって
みたい」の割合が減り、「わからない」の割合
が増加しており、期待する半面、完成してみ
ないと評価できない面もみられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２－１ 押上・業平橋地区に世界一の高さ約 610m
（東京タワーの約２倍の高さ）の新タワーがつくられ
ることになりました。この新タワーについてどのよう
に思いますか。 
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４．墨田区のまちの将来イメージについて 

（１）希望・要望 
「何でも買い物ができるショッピングセン
ター」が66.5％と最も高く、買い物に行く場所
が錦糸町、区外の評価が高いことからも商業施
設を望む声が多い。また、次いで「スポーツが
できる公園」43.4％、「気軽に遊べる公園」38.3％
となっており、遊べる空間が少ないことが伺え
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）将来イメージ 
「公園やみどりがたくさんあるまち」が64.8％
と最も高く、次いで「デパートなどが多く、た
くさん人の集まるまち」が44.1％となっており、
上記の結果と同様の要望が多い。憩いの場と買
い物などの利便性を求めている人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－１ 区内にあったらいいと思うものはどんなも
のですか。あったらいいと思うものをすべて選び○を
つけてください。 

問４－２ 将来、墨田区はどのようなまちになってほ
しいと思いますか。あてはまるものをすべて選び○を
つけてください。 
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～都市像検討のキーワード～ 
「うるおい」、「やすらぎ」、「活力」、「にぎ
わい」 
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Ⅴ 小学生アンケート 

１．回答者の属性 

（１）居住地 
「立花」が13.0％、「八広」が9.2％、「東向島」
が9.0％の順となっており、墨田区の町丁目別人
口の割合とほぼ同様の結果となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）回答者の性別 
「男性」と「女性」の割合は半々となってい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－１ あなたが住んでいる地域の番号を下の枠の
中から選び、何丁目に住んでいるか数字で記入してく
ださい。 

 

問１－２ あなたは、男性ですか。女性ですか。 

無／誤回答
0.5%

錦糸
2.8%

吾妻橋
1.6%

亀沢
2.0%

横川
4.8%

両国
1.5% 菊川

2.9%

江東橋
2.5%

その他（区外）
1.5%

千歳
1.7%堤通

1.7%

立川
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4.8%

石原
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押上
3.1%

墨田
7.2%

太平
2.8%

立花
13.0%

東墨田
0.7%

東駒形
2.0%

業平
1.9%

文花
3.5%

本所
3.2%

東向島
9.0%

緑
3.6%

向島
7.7%

八広
9.2%

横綱
0.5%

無／誤回答
0.1%

女性
49.5%

男性
50.3%
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（３）居住年数 
「10年以上」が55.6％と半数以上を占め、「5
年以上10年未満」が29.2％と長く住んでいる人
が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）墨田区の評価 
「好き」が35.2％、「どちらかといえば好き」
が32.8％となり、「好き」と答える人が半数以上
を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）定住意向 
「当分の間は住み続けたい」が34.3％、「ずっ
と住み続けたい」が30.3％となり、約６割の人
が「住み続けたい」と思っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１－３ 墨田区に住んで何年になりますか。 

問１－４ あなたは墨田区が好きですか。 

問１－５ これからも墨田区に住み続けたいと思いま
すか。 

３年以上５年
未満

6.0%

１年以上３年
未満

4.9%
無／誤回答
1.2%

１０年以上
55.6% ５年以上１０

年未満

29.2%

１年未満
3.1%

どちらともいえ
ない

24.4%

どちらかとい
えば好き

32.8%

無／誤回答
1.1%

嫌い
2.4%

どちらかとい
えば嫌い

4.1%

好き
35.2%

ずっと住み続
けたい

30.3%

わからない
28.7%

無／誤回答
0.8%

当分の間は住
み続けたい

34.3%

区外に引っ越
しをしたい

6.0%
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（６）放課後の場所 
「自分の家」が27.5％と最も高く、次いで「友
だちの家」が17.9％、「家の近所の公園」が14.1％
となっており、家及びその周辺で活動している
ことがわかる。家を中心とした行動周辺が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）買い物場所 
「錦糸町」が26.3％、「近所の商店街」が22.0％
となり、区内の大規模商業施設と商店が多く、
区内で買い物を済ます人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

当分の間は

住み続けた

い

31.5%

区外に転出

したい

2.9%

無／誤回答

0.6%
わからない

12.9%

ずっと住み

続けたい

52.0%

問１－６ 放課後はどこですごしていますか。 

問１－７ 家族や友だちと買い物をする場所は、どこ

ですか。 

0.1

10.3

17.9

3.2
5.4

10.4

14.1

27.5

11.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

自

分

の
家

友

だ

ち

の
家

学

校

家

の
近

所

の
公

園

図

書

館

・
児

童

館

商

店

街

・
ス
ー

パ
ー

学

習

塾

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

4.6

22.0

4.5

13.5

8.2

5.5

26.3

15.3

0.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

家

の
近

所

の
商

店

街

錦

糸

町

亀

戸

秋

葉

原

上

野

・
浅

草

北

千

住

南

千

住

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）
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２．新タワーの評価について 

「早くタワーにあがってみたい」が45.4％と
最も高く、他が20％未満のことから、新タワー
の高さに期待が高いことが伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２－１ 押上・業平橋地区に世界一の高さ約 610m
（東京タワーの約２倍の高さ）の新タワーがつくられ
ることになりました。この新タワーについてどのよう
に思いますか。 

16.5

7.3

2.9

10.3

17.6

45.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

早

く

タ

ワ
ー

に
あ

が

っ
て

み
た

い

。

自

慢

で
き

る

も

の

が

で
き

て
う

れ

し

い

。

世

界

中

か
ら

た

く

さ

ん

の
人

が
き

て

に
ぎ

や

か

に
な

る

と
思

う

。

わ

か
ら

な

い

。

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）
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４．墨田区のまちの将来イメージについて 

（１）希望・要望 
「何でも買い物ができるショッピングセン
ター」が14.8％、「気軽に遊べる公園」が13.6％、
「自然にふれることができる場所」12.4％とな
り、買い物などの商業施設と憩いの場を求めて
いる人が多い。また、遊歩道や自転車専用の道
路、区内をまわるバスへの要望も高いため、交
通の利便性も求めていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）将来イメージ 
「公園やみどりがたくさんあるまち」が36.6％
と最も多く、他はほぼ横ばいとなっている。上
記の要望よりも顕著に憩いの場を求める人が多
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－１ 区内にあったらいいと思うものはどんなも
のですか。あったらいいと思うものをすべて選び○を
つけてください。 

問４－２ 将来、墨田区はどのようなまちになってほ
しいと思いますか。あてはまるものをすべて選び○を
つけてください。 

5.3
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10.2
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12.4
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ピ
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ー
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通
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サ
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路
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川
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荒

川

を
渡

る
橋

墨

田

区

の
歴

史

や
文

化

を
展

示

し

、

体

験

で
き

る
施

設

土

や
水

の
自

然

に
ふ

れ

る

こ

と

が

で

き

る
場

所

区

内

の
図

書

館

や
公

園

な

ど

を

ま

わ

る
小

さ

な

バ

ス

工

場

の
作

業

風

景

を
見

学

で
き

る
施

設

そ

の
他

無
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答

（％）
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1.4

12.8
11.9

36.6

4.7
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デ

パ
ー

ト
な

ど

が
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ち

観

光

客

が
多
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訪
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る
観
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の
ま
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歴
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を
勉

強

で
き

、
昔
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ら

の
習

慣

を
体

験

で
き

る

ま

ち

舟

で
区

内

を
移

動

す

る

こ

と

が

で
き

る

ま

ち

住

宅

と
商

店

と
工

場

が
た

く

さ

ん
あ

る

ま

ち

そ

の
他

無

／
誤

回

答

（％）

～都市像検討のキーワード～ 
「うるおい」、「やすらぎ」、「活力」、「にぎ
わい」 


